
主  催 雪崩事故防止研究会
後  援 鳥取県大山町・公益社団法人日本山岳会・株式会社山と渓谷社

協  賛

㈱ミウラ・ドルフィンズ ㈱ゴールドウイン
THE NORTH FACE

パタゴニア・インターナショナル・インク
Patagonia

アメアスポーツジャパン㈱
ARC’TERYX

㈱アスティ
arva

㈱マジックマウンテン マムート・スポーツグループジャパン㈱
MAMMUT

㈱モチヅキ ㈱ロストアロー ㈱スプートニク
Klättermusen（クレッタルムーセン）

㈱フルマークス

HowTecc

㈱エイアンドエフイワタニプリムス㈱

E-mail：ask@assh1991.net

味の素㈱
amino VITAL

大山山岳医療部会 長谷川紀念病院

雪崩から
身を守るために

写真提供：Taro Tamai

入場 事前申込制〈無 料〉

参加には登録が必要です

途中参加可能／途中退席可能

● 「雪と雪崩の科学」 勝島　隆史（（国研）森林研究・整備機構森林総合研究所）
● 「降雪と気象」 中村　一樹（雪氷災害調査チーム、（国研）防災科学技術研究所）
● 「雪崩のリスクマネジメント～行動と装備～」
 　　大西　人史（雪崩事故防止研究会、雪氷災害調査チーム、北海道立総合研究機構）
● 「山岳ガイドの行動学～大山で雪崩に遭わないために～」
 　　笹倉　孝昭（（公社）日本山岳ガイド協会、国立登山研修所講師）
● 「雪崩の捜索と救助　Avalanche Search & Rescue（AvaSAR）」
 　　阿部　夕香（雪氷災害調査チーム、（公社）日本山岳ガイド協会、北海道山岳ガイド協会理事、Hokkaido 山くらぶ）
● 「雪崩事故の医学～最初の心構え、最後の砦～」
 　　及川　　欧（雪崩事故防止研究会、雪氷災害調査チーム、旭川医科大学）

※ 雪氷災害調査チーム：公益社団法人日本雪氷学会 北海道支部 雪氷災害調査チーム

〈参考図書〉 
講演は参考図書に準じた内容です。
事前に一読することを推奨します

「増補改訂版雪崩教本」
（2022、山と溪谷社）

お申し込み・詳細はこちらから

大山

第2回
講演会

11 152 0 2 5 1 0：0 0

～

1 8：0 0

大山総合体育館（定員200 名）
鳥取県西伯郡大山町大山 145-13
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バイヨンクリエイティブ㈱
FIELD EARTH

㈱finetrack㈲玉屋プロダクツ
GENTEMSTICK

EOCジャパン㈱
BCA

HEAD Japan


